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汎用機・特車事業本部の事業概要
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8%
15%

売上高

４７４４億円

ターボ
その他

特殊車両

フォークリフト
　　　物流機器

エンジン

１．

 

主要事業領域

２．

 

過去の事業推移（連結）

ターボチャージャー

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車用可変容量ﾀｰﾎﾞ ｶﾞｿﾘﾝ車用可変容量ﾀｰﾎﾞ

フォークリフト（物流機器）

フォークリフトFD25 リーチフォークESR15N

エンジン

小型ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝS4S 舶用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝS6RG

特殊車両

９０式戦車

その他

特車

フォーク・
物機

エンジン

ターボ

0

3000

6000
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H19年度　4744億円

H15年度　3083億円

①市場内の旺盛な需要を背景に、事業規模は民需製品を中心に

急速拡大中

（H15年度3,083億円→H19年度4,744億円

 

+1,661億円増）

②コンポーネント事業を中心とした

 

ターボ・エンジンの拡大が顕著

③海外生産拠点の積極展開によるグローバルオペレーション拡大で
高い連単倍率（1.7倍、重工平均は1.3倍）

【H19年度売上高構成（連結）】

【事業の特色】

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電ｾｯﾄM1203-G
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Mitsubishi Engine 
North America  （MENA）

汎特のグローバルオペレーション

Mitsubishi Caterpillar 
Forklift America  (MCFA）

菱重叉車（上海）有限公司

 
(MCFC)

Mitsubishi Caterpillar  
Forklift Asia (MCFS)

MHI Pornchai
Machinery  (MPM)

MHI-VST Diesel Engines 
(MVDE)

MHI Sul Americana Distribuidora
de Motores （MSA）

MHI Equipment  Alsace  (MEA)

MHI Engine System Asia
(MHIES-A）

（MHIES-H/MHIES-SZ/MHIES-P/MHIES-V/MHIES-I) 

MHI Equipment Europe  (MEE)

Rocla

Mitsubishi Turbocharger 
Asia （MTA）

Mitsubishi Caterpillar Forklift Europe
(MCFE)

上海菱重増圧器有限公司

 
(SMTC) 

世界各地に生産・販売・サービス拠点を配置し、幅広いグローバルオペレーションを展開中

アジア・中国

欧州 北米・中南米
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市場環境

従来の日・米・欧三極主要の市場に加え新興国市場の台頭により世界市場は多極化

世界的な環境意識の高まりから、規制強化の動きが加速

（事業別市場動向）

①排ガス、ＣＯ2規制強化に伴い、先進国を中心に搭載用エンジンや乗用車用ターボの需要が拡大

②原油価格の高騰にもかかわらず電力事情が逼迫している新興国を中心に発電機需要が拡大

③フォークリフトは、先進国で屋内物流機器、新興市場ではエンジン車と需要は二極分化し拡大中

北米市場の懸念はあるものの、グローバル全体では需要の拡大は継続
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事業の課題と方向性

１．生産力の拡大・強化・整備

 

（世界最適生産・最適調達の実現）

２．多様化に対応した製品事業戦略の加速

３．技術・品質戦略の展開加速

 

（製品の差別化と事業基盤強化を推進）

相模原工場の生産力拡大
（ﾏｻﾞｰﾌｧｸﾄﾘｰとしてｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ生産の拡大をﾘｰﾄﾞ）

海外拠点での量産・調達拡大と
ローコストカントリーでの生産拡大

新興市場への積極展開による収益拡大、
為替・景気変動リスクの回避

伸張が期待され、収益性の
高い製品でシェア拡大

製品信頼性の向上 バリューチェーン改善
次世代技術の開発と

新製品投入

相模原を司令塔（マザーファクトリー・デザインセンター）としたグローバル経営で、
市場環境の変化に強いフレキシブルな事業運営を推進
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汎用機・特車事業本部2008事業計画

１．最適なﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ構築とものづくり力強化で、収益拡大

２．市場環境の変化に応じた顧客価値の創造と信頼性の高い製品づくり

３．関連会社・サプライヤーとともに、戦略的に最適ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝを実現する事業体を構築

『事業の拡大を先取りした生産体制の拡大・強化・整備とグローバル事業の推進』

【売上計画】 2008事計実績

1565 1730 2091 2305 2537 2741 2800
3200

(3700)

(6000)

5200

46004744
4311
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30832852
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（億円）
連結

単独

為替レート

 

ドル
ユーロ

¥122/$
¥120/€

¥113/$
¥132/€

¥107/$
¥135/€

¥113/$
¥138/€

¥117/$
¥149/€

¥115/$
¥161/€

¥100/$
¥150/€

¥100/$
¥150/€

¥100/$
¥150/€

挑戦目標
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生産力の拡大・強化・整備①

1．新キャタピラー三菱旧部品センターの土地・建屋を取得し、ターボ専用工場立上げ

による増産体制構築（180億円投資）

2．既存のターボ生産設備移設による空きエリア創出（3工場体制確立）

3．エンジン・車両等の設備レイアウト変更と能力増強投資実施

4．工場物流合理化と能力増強を同時に実現し、収益力のある工場に再編

第1工場 ターボ
専用工場

第2工場

新キャタピラー三菱
旧部品センター

75,000㎡

相模原工場生産力拡大のステップ

62,000㎡ 52,000㎡ 33,000㎡

三菱重工
汎特相模原工場

376,000㎡
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生産力の拡大・強化・整備②

海外拠点の生産力強化による対応力の拡大と機能強化で最適生産・最適調達の実現

1．事業の拡大に伴い、大量生産のメリットを享受できる受注量の確保が可能となった一方で、

日本での生産能力拡大は将来的には限界があり、中長期的な生産拡大の方向性は海外が基本

2．市場の近傍で物流コストをミニマイズし、為替変動等のリスクを最小限に留めることに加え、

ローコストカントリーでの生産を含めた海外現地生産拡大を積極的に推進する

為替・景気変動
リスクを吸収

既存拠点の複数市場向け生産対応力の強化

 
MCFA（アメリカ）の南米向け生産開始等

拡大する海外需要に
対応

既存海外拠点の生産能力拡大で相模原生産をバックアップ

 
MEA（フランス）のエンジン増産等

生産分業による
リスクの分散と増産

相模原集中生産のコア部品をタイの新拠点MTAで分業

 コスト変動・操業トラブル等のリスクを分散

新興市場需要への対応
新興市場を担当する海外拠点の生産拡大と活動の加速

 MHIES-A（ｱｼﾞｱ）・MVDE（ｲﾝﾄﾞ）・MSA（ﾌﾞﾗｼﾞﾙ）の活動加速

グループ全体での
安定調達実現

世界最適調達実現に向けた海外調達ネットワーク構築

 海外拠点の現地調達機能の強化とグローバルサプライチェーン構築

考え方
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0

5,000

10,000

H19/4 H20/4 H21/4 H22/4 H23/4

リソースの確保

人材確保 設備投資 研究開発投資

H16-17平均 H18-19平均 H20-22平均 H16-17平均 H18-19平均 H20-22平均

今後の成長に伴い事業遂行力を強化

1．事業拡大に見合う人材を確保し、

基幹要員の育成も積極的に推進

2．海外グループ会社も生産量拡大に

伴い増員

ターボを始めとした伸張事業に積極投資

1．SCM隣地取得と3工場体制確立による

相模原工場の能力増強

2．タイMTA工場新設等、海外拠点生産力

強化によるグローバル生産体制構築

（人）

技術優位性確保とものづくり力強化

1．市場のニーズに対応した製品開発・

環境技術の強化

2．次世代新製品の開発加速

3. 設計ﾌﾟﾛｾｽ改善、標準化・共通化推進

重工

ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社

ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社

重工

事業の成長戦略に相応しいリソースを確保し、強固な事業体質を確立

1,500人増員
生産力拡大のため、

大規模な設備投資を実行
高度な技術力確保のため、

研究開発投資を拡大

H18-19対比で

倍増

H18-19対比で
約35％増
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【製品事業戦略①】

 

ターボチャージャーの事業環境

市場のトレンド

環境規制強化・自動車市場拡大によるﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ増加

・欧米市場では排ガス、CO2等環境規制強化により

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車比率が拡大し、ﾀｰﾎﾞ搭載車の需要が急増

・ｱｼﾞｱ市場でも自動車生産増加に伴い需要拡大の動き

ガソリンエンジンのダウンサイジング化進行

・ｶﾞｿﾘﾝ車についても、低燃費・高効率化を目指し、ﾀｰﾎﾞ装着に

よるｴﾝｼﾞﾝのﾀﾞｳﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞが拡大中

生産力に顧客要求がシフト

・需要の拡大に伴い、顧客がﾒｰｶｰに対して第一に要求する

能力は「生産力」に移行しつつある

H18年

世界規模

17 30 万台

ボルグワーナー
21％

ハネウエル
41％

その他
8％

ＭＨＩ
17％

ＩＨＩ
13％

H23年

世界規模

2 74 0 万台

ハネウエル
37％

ボルグワーナー
18％

その他
3％

ＭＨ Ｉ
25％

ＩＨＩ
17％

欧州・アジア自動車メーカー向け大口プロジェクトを獲得し、

世界第２位のシェアを確保

430 630 650
1010130

160 160

870
940 1030

1400

330

1840

2740

1730
1430

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

H17 H18 H19 H23

240
300

690

360

当
社
の
生
産
台
数

欧州

米国

アジア・

日本

当社シェア 25%

17%
17%

20%
(単位：万台)

マーケットシェア需要動向

世界需要

 

総台数

当社の取組

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾀｰﾎﾞの受注拡大と共に、現在ﾄｯﾌﾟの

ｶﾞｿﾘﾝﾀｰﾎﾞ分野でも先進の高温対応技術を

活かしてさらに拡大し、ﾀｰﾎﾞ市場における

ﾄｯﾌﾟｼｪｱを目指す
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①６９０万台体制を確立

・相模原・MEE(ｵﾗﾝﾀﾞ)の生産２拠点への設備増強に加え、

ﾀｲへの拠点新設(MTA)で３極生産体制を確立

②グローバルサプライチェーンの構築

・現地調達機能拡大で供給能力確保と最適調達の実現

①顧客ﾆｰｽﾞ対応力と製品信頼性の向上
・

 

MD※

 

手法(設計の標準化・共通化）の展開による開発期間

短縮で、多様化する顧客ﾆｰｽﾞに迅速に対応

・QI-I ※

 

(製品信頼性革新)、DE-I※

 

(業務ﾌﾟﾛｾｽﾃﾞｼﾞﾀﾙ化)の
活動推進によるﾍﾞｽﾄﾌﾟﾗｸﾃｨｽの展開で高信頼性を実現

②様々な顧客ﾆｰｽﾞに対応する次世代過給ｼｽﾃﾑの開発
・ｶﾞｿﾘﾝ用高排温対応（世界最高温1050℃に対応）

・ｶﾞｿﾘﾝ用可変容量（ｼﾝﾌﾟﾙな構造で高温信頼性向上）

・ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ用２段過給（次世代高出力に対応）

・ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ用吸・排気両側可変容量（作動域拡大、低速ﾄﾙｸ70%向上）

・電動ｱｼｽﾄ（ﾀｰﾎﾞﾗｸﾞ解消、ﾚｽﾎﾟﾝｽ向上）

ターボチャージャー事業の主要戦略

生産力及び製品優位性強化で規模拡大

※MD:Modular Design   QI-I:Quality Improvement-Initiative  DE-I:Digital Engineering-Initiative

ｶﾞｿﾘﾝ用高排温対応

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ用吸・排気両側可変容量

生産力強化 製品優位性強化

地域別受注台数推移
（単位：万台）

ｱｼﾞｱ・

 
日本

米国

欧州
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36%
4%

60%

155万台
44%

5%
51%

220万台

55%

5%

40%

360万台

電動ｱｼｽﾄ

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ用２段過給

57%

8%

35%

690万台



12

ターボ事業におけるグローバルネットワーク構築

ＭＥＥ

KD部品供給

ﾃﾞｭｱﾙｿｰｼﾝｸﾞ
（相互補完関係）

KD部品供給

ｶｰﾄﾘｯｼﾞ 最終組立

生産量 690 690

単位：万台
H23年度全世界生産能力

ﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾝﾀｰ・ﾏｻﾞｰﾌｧｸﾄﾘｰ

各拠点へのKD部品供給拠点

全拠点を統括する事業の司令塔

単位：万台 ｶｰﾄﾘｯｼﾞ 最終組立

生産量 300 140

大口顧客が集中する欧州

最前線における前哨拠点

現在の最大マーケット

MHI Equipment Europe  (MEE)

単位：万台 ｶｰﾄﾘｯｼﾞ 最終組立

生産量 100 280

Mitsubishi Turbocharger Asia （MTA）

ＭＴＡ概要
【設立時期】2008年1月
【所

 

在 地】ﾊﾞﾝｺｸ

 

ﾁｮﾝﾌﾞﾘ県

 

ｱﾏﾀﾅｺﾝ工業団地内
【事業内容】ﾀｰﾎﾞの製造販売及びｶｰﾄﾘｯｼﾞの製造(他供給拠点へのKD出荷品製造)
【敷地面積】147,000㎡
【建屋面積】

 

60,000㎡
【直接・間接人員】約700名

将来伸張が期待できる市場
（東南アジア最大の自動車現産国）

相模原を補完する第二のKD供給拠点

アジア地域での販売機能も併せ持つ

単位：万台 ｶｰﾄﾘｯｼﾞ 最終組立

生産量 250 50

上海菱重増圧器 (SMTC) 他

啓洋精密 (技術提携) 

単位：万台 ｶｰﾄﾘｯｼﾞ 最終組立

生産量 40 220

ｶｰﾄﾘｯｼﾞ
軸受ﾊｳｼﾞﾝｸﾞと回転部品から成る
ﾀｰﾎﾞﾁｬｰｼﾞｬｰのｺｱ部分

ﾀｰﾎﾞﾁｬｰｼﾞｬｰ断面図

【敷地面積】

 

50,000㎡

 

【建屋面積】

 

21,800㎡
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【製品事業戦略②】

 

エンジンの事業環境

三菱エンジンラインアップ

汎特は3700kW

以下の高速

エンジンを担当

10 500 5000 50000kW50

小型エンジン

L

SL

SQ

SS

FR／FD

SB

SA

SH

SR

SU

KU

MAN

UE

SULZER

出力

汎用機・特車事業本部
（岩塚）

汎用機・特車事業本部
（相模原）

横浜製作所
神戸造船所

中大型エンジン

メイキエンジン

Ｈ15年

舶用
８％

ｺｰｼﾞｪﾈ
発電ｾｯﾄ

２８％

連結７０９億円

メイキ
１５％

小型ｴﾝｼﾞﾝ
２１％

中大型ｴﾝｼﾞﾝ（単体）
２８％

舶用
１３％

ｺｰｼﾞｪﾈ
発電ｾｯﾄ

２０％

連結１５００億円

メイキ
１３％

小型ｴﾝｼﾞﾝ
４３％中大型ｴﾝｼﾞﾝ（単体）

１１％

市場環境

1．日米欧の環境規制スケジュールに対応した開発を推進

2．海外拠点も含めた生産能力増強で、拡大する需要に対応

3．EMS（ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄｻｰﾋﾞｽ）やフルメンテナンス契約等の

サービス事業を強化し、多様化する顧客ニーズに対応

4．生産量拡大に伴い、資材の安定調達を確保

当社の取組

1．小型搭載用エンジンの需要拡大

･先進国市場では排ガス規制強化に伴うエンジンの代替需要が増大

･新興市場では従来機種の受注が急速拡大

2．原油高騰にも関わらず、新興国を始めとした電力事情が逼迫する

地域での発電セット需要が伸張

3．東南ｱｼﾞｱでのｴﾈﾙｷﾞｰ資源輸送や、欧州における河川物流の活発

化等世界各地の水上輸送量増大により、舶用ｴﾝｼﾞﾝ需要が拡大

H22年

http://www.mhi.co.jp/gsh/frame133-3.htm
http://www.mhi.co.jp/gsh/pict1323.htm
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ｸﾗｽ最高熱効率
ｸﾘｰﾝ排ガスﾐﾗｰｻｲｸﾙｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝ
･H20年10月生産開始予定

超低騒音70dB
発電パッケージ

TierⅢ対応100kW級
小型エンジン
・コモンレール搭載
・H19年3月生産開始

エンジン事業
 

環境規制強化への対応

TierⅡ対応1000kW級
中大型エンジン
・電子制御ﾕﾆｯﾄｲﾝｼﾞｪｸﾀ搭載（自社）
・H19年7月生産開始

排ガス4次規制対応ｴﾝｼﾞﾝ開発

車両ﾒｰｶｰでありｷｰｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄﾒｰｶｰでもある当社の強みを

生かし、ﾊﾟﾜｰﾗｲﾝとしての最適化を図りながら、ｿﾌﾄ・

 

ﾊｰﾄﾞ

両面での開発を推進中

核となるエンジン技術の自社開発による収益源確保
技術の核となる燃料噴射系やｴｱｼｽﾃﾑは自社技術で確立

米国ｵﾌﾛｰﾄﾞ排ｶﾞｽ規制動向と当社の取組み

排ガス規制対応エンジン開発状況

その他の環境対応への取組み

窒素炭化物+炭化水素

粒
子

状
物

質
粒

子
状

物
質

窒素炭化物+炭化水素

TierⅣ

 

2015～

TierⅣ

 

2015～
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市場開拓

1．排ｶﾞｽ対応の新ﾓﾃﾞﾙで新規大口OEM顧客を開拓

2．強力な販売ﾙｰﾄを持つ顧客と協業し、ﾛｼｱ、東欧、 新興国

での新規販売網を開拓

3．家庭用1kWｺｼﾞｪﾈの商品化で新分野への展開

小型エンジン、メイキエンジンの主要戦略

環境規制強化にいち早く対応し、搭載用エンジンの事業を拡大

【万台/年】

13 .8
15 .6

16 .6 17 .5

20 .0

0
2

4
6

8
10
12
14

16
18

20

H18 H19 H20 H21 H22

一時的な外注活用

等による対応

投資後生産能力

(20万台/年)
現状能力

（14.5万台/年）

事業拡大

1．排ガス規制対応新モデルを梃子に、車両・産機メーカーの主力市場

である北米・欧州への拡販を展開

2．MVDE（インド）早期立ち上げにより、アジア新興市場への積極的な

事業を展開

3．排ｶﾞｽ規制対応新ﾓﾃﾞﾙを先行開発し、車両・産機ﾒｰｶｰのみならず、

同業ｴﾝｼﾞﾝﾒｰｶｰの機種補完需要にも応え、OEM供給を拡大

サービス事業の強化

1．アジアサービス会社（MHIES-A)を核としたアジア地域でのサービス

体制強化により、迅速な顧客サービスの実現と収益拡大

2．リマニの事業化推進により、幅広い顧客ニーズに対応

3．大手OEM顧客に対するアフターセールスサービス対応の拡充

生産能力の強化

1．相模原工場の生産能力増強により、年産20万台体制の構築推進

2．工数低減等の合理化推進による生産リードタイム短縮（6日→4日）

3．MVDEの拠点生産能力を増強し、早期の機種展開による戦力化

4．製品事業の特性に応じ、業務プロセスの改善と並行した

生産システムの構築でロスを削減

小型エンジンの販売計画と生産能力増強

メイキエンジンの主要戦略

0

100

200

H19 H20 H22 H24

３．新分野開拓

２．販売網開拓

１．従来機種

売上計画（億円）

150 160
210 230
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中大型エンジンの主要戦略

需要が拡大する舶用・発電セットに注力し、事業の収益力を強化

【台/年】

4199
4644

4901
5087 5200

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H18 H19 H20 H21 H22

現状能力
(3,805台/年)

一時的な外注活
用等による対応

投資後能力

(5,200台/年)

H18年

MTU/
DDC
16%

Others
21%

CAT
24%

ｶﾐﾝｽﾞ
19%

Perkins
7%

MHI
8%

MAN-B&W
7%

H22年 CAT
22%

MTU/
DDC
12%

Others
25%

ｶﾐﾝｽﾞ
16%Perkins

6%

MHI
10%

MAN-B&W
7%

事業拡大

1．ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな物流拡大に伴う船舶需要増を背景に舶用ｴﾝｼﾞﾝの拡販

【欧州】

 

モーダルシフトにより自動車輸送が低燃費貨物船へ移行

【ｱｼﾞｱ】

 

中国、インドネシアを始めとした石炭運搬船需要の拡大

【南米】

 

経済伸張により資源運搬が活発化、コンテナ搬送需要の増加

これらの需要に対応し、各地に販売・ｻｰﾋﾞｽ拠点を配置

2．世界的な電力需要の拡大に対応する発電セットの拡販

・欧米の発電機OEM顧客向け大口供給を継続し、ベースロード化

･産油国を中心とした建設ラッシュや中国の電力需要増に対して

現行の高出力機種に加え、1MWガスエンジン機を市場投入

部品・サービス事業拡大

1．アジアサービス会社（MHIES-A)設立によるサービス体制整備で、

サービスパッケージ・補用部品の拡販

・Extended

 

Warranty（有償延長保証制度）適用の顧客拡大

･部品リマニ事業の立上げ等

生産能力の増強

1．相模原での生産能力増強（年産5,200台）に加えて、MEA（フランス）・

MHIES-V（ベトナム）の拠点能力を増強し、グローバル生産体制

（年産6,000台）を構築

2．MEA、MHIES-Vを拠点とした現地調達の積極推進

販売計画と生産能力の増強

マーケットシェア

 

：

 

世界の上位グループで
市場における地位を固める



17

販売

生産

新規拠点

エンジン事業における新たな海外展開

MEE
MENA

日・米・欧の主要三市場に新興市場を加えた新たなグローバル事業展開の布石として、

平成19年度は、アジア・中南米をはじめとする新興市場をカバーする新拠点を設立

MEA

販売

生産

インド小型エンジン製造・販売会社MVDE社新設

2007年12月から小型エンジンの現地生産を開始

設立

 

：2007年8月

MHI-VST Diesel Egines
（

 

MVDE）

エンジン

 

アジア地域統括会社が本格的始動

ベトナム発電セット工場MHIES-V生産開始（H19.11月～）

その他の各営業・サービス拠点も本格的に稼動開始

(MHIES-V,MHIES-I,MHIES-P,菱重発動機系統）

MHI Engine System Asia
（

 

MHIES-A）

ブラジルにエンジンの販売・サービス拠点を新設

伸張著しい南米市場での拡販を目指す

設立

 

：2007年12月

MHI Sul Americana Distribuidora
de Motores （

 

MSA）

MHIES-V(ﾍﾞﾄﾅﾑ） MHIES-P（ﾌｨﾘﾋﾟﾝ）MHIES-I（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ） 菱重発動機系統（中国）

従来拠点

北米拠点欧州拠点

アジア拠点 南米拠点

生産・開発拠点

MSA

MHIES-A

MVDE
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【製品事業戦略③】

 

フォークリフトの事業環境

【屋内物流機器市場】

新興国新興国

先進国先進国

市場動向

【ｶｳﾝﾀｰﾊﾞﾗﾝｽ車市場】

新興国新興国

先進国先進国

環境対応ニーズの高まり

総合物流事業への展開による事業拡大で

 
顧客ニーズに対応

 
（バッテリー車、自動倉庫、ＡＧＶ）

総合物流ソリューションニーズが拡大

市場ごとに異なる環境規制対応や製品仕様

など多様化するニーズにフレキシブルに対応

屋内物流機器を得意とするニチユ他の

 
協業先との戦略的提携により、製品の

 
品揃え強化と販売ネットワーク構築

先進国市場を中心に物流の小口化による

 
屋内物流機器の需要拡大とニーズの多様化

当社が得意とするエンジン車とコンポーネント

 
を武器に世界三極を中心とした生産・販売

 
体制を構築

中国・ロシア・中南米向はエンジン車を中心

 
として市場規模が拡大

当社の方針市場のトレンド

新
興
市
場

先
進
国
市
場

267

70

326

185

345

233

340

260

0

100

200

300

400

500

600

H12 H18 H19 H24(FCT.)

210

25

275

38

304

49

340

60

0

100

200

300

400

500

H12 H18 H19 H24(FCT.)

（千台） （千台）

１

２

３

４

MHI / MCF ５

MHI / MCF ＋ ニチユ ＋ ROCLA３

４

５

１

２

ニチユ １４

ROCLA ２０

ニチユ・ROCLAとの協業関係を基盤とした

グループで世界第3位のポジションを目指す

目指す姿（業界におけるポジショニング）

①事業領域の拡大

 
・新興市場への進出
・環境対応新分野への展開

②協業先との提携強化

 
・屋内物流機器の商品展開

③全体最適を目指した

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸの構築

・

 

各市場に位置する拠点での

生産・調達を最適化し、これを
最強のｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝで結ぶこと
でｸﾞﾙｰﾌﾟの全体最適を実現

業界ランキング

 

（H19年）

業界第3位を目指す

先進国市場

新興市場

新興市場はエンジン車、先進国市場は屋内物流機器需要が拡大

先進国市場

新興市場
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先進国市場と新興市場の二極化に対応し、グローバル市場で成長し続けるための取組み

新製品
新技術

事業体質
強化

市場戦略

１．事業領域と規模の拡大を目指し、協業先との連携

強化による屋内物流機器の品揃え拡大

２．総合物流システムへの取り組み

（総合物流ｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽへの展開）

３．電気車関連技術（ﾊﾞｯﾃﾘｰ等）、ﾘｻｲｸﾙ設計の加速

１．ｺｽﾄ改善の加速による市場における競争力強化

２．設計・製造品質の向上

３．規模の拡大に伴う生産能力の増強

４．各生産拠点を含めた製品事業全体最適の追求

（各種課題にｸﾞﾙｰﾌﾟ全体で取り組み、全体最適とﾎﾞﾘｭｰﾑﾒﾘｯﾄを追求）

１．新興市場はｺｽﾄ競争力と環境対応技術でｴﾝｼﾞﾝ車を

中心に攻略

２．先進国市場は屋内物流機器を中心とした顧客密着型

ﾋﾞｼﾞﾈｽを展開
成
長
し
続
け
る
事
業

フォークリフト事業の主要戦略

２．グローバルな事業展開

・北米、欧州、アジア・日本と世界

三極でグローバルに事業展開

・世界の市場及び流通形態を把握し、

商品展開

・日本はマザーファクトリー、デザイン

センターとして司令塔機能を担う

１．すべてを自社開発

・動力・制御・IT/通信・環境技術を

独自の商品企画に反映

①コントローラ（電子技術）

②エンジン（環境対応技術）

③トランスミッション・アクスル

④物流管理技術

当社の強み 当社の戦略

連結売上の推移

860

2500

1900

0

1000

2000

3000

S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H24

億円

ＭＨＩ単独での

 
事業展開

MCFを通じた海外事業定着

世界的な景気拡大による事業規模拡大
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フォークリフト事業のグローバル展開

1．ｷｰｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ・部品の共通化拡大を含めたｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな最適生産・供給体制の確立

2．需要が拡大する新興市場での販売・ｻｰﾋﾞｽﾈｯﾄﾜｰｸの拡充

3．戦略的ﾊﾟｰﾄﾅｰとの協業強化による屋内物流機器事業の強化・拡大

全拠点を統括する司令塔

MCFCMCFC

中国・ｱｼﾞｱ統括会社中国・ｱｼﾞｱ統括会社

完成車供給

完成車供給

販売販売

生産生産

補用部品補用部品

ﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾝﾀｰ・ﾏｻﾞｰﾌｧｸﾄﾘﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾝﾀｰ・ﾏｻﾞｰﾌｧｸﾄﾘ
ｷｰｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ（ｷｰｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ（KDKD）供給拠点）供給拠点
生産能力；生産能力；2020千台千台//年年

完成車供給

ﾃﾘﾄﾘ；欧州（含ﾛｼｱ）ｱﾌﾘｶﾃﾘﾄﾘ；欧州（含ﾛｼｱ）ｱﾌﾘｶ
中近東中近東

機能；生産、販売、ｻｰﾋﾞｽ機能；生産、販売、ｻｰﾋﾞｽ
生産能力；生産能力；2020千台千台//年年

ﾃﾘﾄﾘ；中国・ｱｼﾞｱﾃﾘﾄﾘ；中国・ｱｼﾞｱ
機能；販売、ｻｰﾋﾞｽ機能；販売、ｻｰﾋﾞｽ

ﾃﾘﾄﾘ；北米・中南米ﾃﾘﾄﾘ；北米・中南米
機能；生産、販売、ｻｰﾋﾞｽ機能；生産、販売、ｻｰﾋﾞｽ
生産能力；生産能力；2828千台千台//年年

中南米

ｱｼﾞｱ・ｵｾｱﾆｱ

中近東

ﾛｼｱ・CIS

欧州

北米ＲＯＣＬＡＲＯＣＬＡ

ニチユニチユ

協業先

屋内物流機器事業他

 
で提携

MCFA

MCFS

MCFE
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フォークリフト事業の協業戦略

【日本輸送機（ニチユ）との業務提携強化】

1．協業のﾋﾞｼﾞｮﾝ

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙに（協業を）展開し、ｴﾝｼﾞﾝ車に強い三菱重工と、

ﾊﾞｯﾃﾘｰ車専業で国内に強力な販売力を持つニチユが相互に

補完しあい、株主・顧客・従業員等のｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰに支持される

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ業界のﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾒｰｶｰを目指す

2．具体的な施策

(1)ニチユ電気車の当社ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ・ﾈｯﾄﾜｰｸでの販売開始

(2)次世代電気車の共同開発

(3)国内販売事業の統合による販売・ｻｰﾋﾞｽ網の強化

(4)その他協業案件についても提携推進委員会を

 を設置し検討開始

3．ねらう効果

(1)カウンターバランス車、屋内物流機器のフルラインアップを

 取揃え、幅広い顧客ニーズに対応

(2) ニチユと三菱重工・ROCLAで世界第3位グループを目指す
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14 15 16 17 18 19 20 21 22

装備化
▼

開発線表

試作(弾薬・砲塔部)

試作(台上試験用車体)

試作(車体部)

試作(評価試験用車両)

試作(車両４両)

技術試験

実用試験

名称 新戦車 ９０式戦車 ７４式戦車

全備重量  ９０式戦車より軽量化 約５０ｔ 約３８ｔ

乗員数 ９０式戦車と同等 ３ ４

主　 砲 ９０式戦車より高威力化 １２０ｍｍ滑腔砲 １０５ｍｍ戦車砲

最高速度 ９０式戦車と同等 約７０ｋｍ／h ５３ｋｍ／ｈ

　 C４I機能 ○ × ×

    （C4I:　Command, Control, Communication, Computer, and Intelligence)

(注1)自己位置評定と僚車間等とのデータ共有機能

注1

【製品事業戦略④】

 

新戦車の開発状況

・国土防衛から都市防衛への変化に対応し、高度な
火力と機動力を維持しつつ、小型・軽量化

・IT技術を駆使して、戦車戦の戦闘能力向上を実現

開発テーマ
火力の向上

機動力の向上 小型軽量化

C4I機能の付加

貫通威力・自動追尾能力の向上 基幹連隊指揮統制

 
システムとの連携等

高応答性・敏捷性の向上 約４４ｔ
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技術・品質戦略

製品信頼性の向上

バリューチェーンの改善

次世代技術の開発と
新製品投入

開発速度と品質を両立させるプロセスの確立

 
１．フロントローディングの強化

 
２．３次元情報を活用した開発プロセスの改善

 
３．変更点管理の強化（デザインレビュー強化）

 
４．Global Quality Management推進による連結ベースでの

 
製品品質向上

リードタイム短縮、資材費低減、開発コスト改善への取り組み

 
１．受注から開発・市場投入までの全ての業務プロセスの改善

 
２．標準化・共通化によるコスト低減

 
３．３次元情報を活用した設備・工法の最適化

 
（生産準備業務の効率化、生産の合理化推進）

技術優位性確保のための要素技術・新製品の開発

 
１．【ﾀｰﾎﾞ】VG・VFT高付加価値製品、次世代過給ｼｽﾃﾑ

 
２．【ｴﾝｼﾞﾝ】排ｶﾞｽ規制対応（Tier4）、天然ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝ発電ｾｯﾄ、

 
多種燃料（ﾊﾞｲｵ等）対応技術

 
３．【ﾌｫｰｸ】ﾘﾁｳﾑｲｵﾝﾊﾞｯﾃﾘｰ、ﾘｻｲｸﾙ設計、総合物流ｼｽﾃﾑへの

 
取り組み（自動倉庫・AGV総合制御等）

製品の差別化推進とバリューチェーン改善による事業基盤強化



24


	汎用機・特車事業説明会
	汎用機・特車事業本部の事業概要
	汎特のグローバルオペレーション
	市場環境
	事業の課題と方向性
	汎用機・特車事業本部2008事業計画
	生産力の拡大・強化・整備①
	生産力の拡大・強化・整備②
	リソースの確保
	【製品事業戦略①】　ターボチャージャーの事業環境
	ターボチャージャー事業の主要戦略
	ターボ事業におけるグローバルネットワーク構築
	【製品事業戦略②】　エンジンの事業環境  
	エンジン事業　環境規制強化への対応
	小型エンジン、メイキエンジンの主要戦略
	中大型エンジンの主要戦略
	エンジン事業における新たな海外展開
	【製品事業戦略③】　フォークリフトの事業環境
	フォークリフト事業の主要戦略
	フォークリフト事業のグローバル展開
	フォークリフト事業の協業戦略
	【製品事業戦略④】新戦車の開発状況
	技術・品質戦略
	最終ページ


